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１．はじめに 
 実際の鋼橋を調査すると、風の回り込みや雨洗いの影響を受けて、橋梁全体が一様に腐食していない場合が多

い。そこで、雨洗いや強風による脱落の影響を無視した一次付着塩に着目し、鋼多主桁橋断面周りの一次付着塩

分布を、風洞を用いた飛散粒子の付着実験1)により再現した。 

２．風洞を用いた付着実験の概要 

風上から海塩粒子を想定した微粒子を、

十分拡散させたうえで、微粒子発生装置の

吹出し口から与えた。図 1 には、風洞を用

いた付着実験の概要を示す。模型近傍にお

ける風速および飛散粒子の分布は、桁の高

さ方向にほぼ一様になるよう調整している。 
実験に用いた風洞は、断面の高さ 1m で
幅 0.5m の木製風洞である。実験模型は実
橋の 1/20 縮尺模型（高欄を含む）とした。
実験模型断面の寸法・諸元を、図2に示す。 
海塩粒子を模擬した飛散粒子としては、

塩分粒子径に近く、かつ見分けが容易なフ

ェノール粒子（平均径 8μm、比重 1.25）
を用いた。また、粒子は、図 1 に示したよ

うに上流から噴霧型の微粒子発生装置にて

攪拌し一定量飛散させた。 
模型表面における粒子の捕獲方法として

は、測定部断面中央一周に粘着テープを貼

付する方法を採用した。実験後、測点位置

5mm×5mm内からランダムに複数点選出
し、1mm2当たりの平均付着粒子数を算出し

た。実験パラメーターとしては，橋梁断面

下方の風の流れに影響を与えると考えられる下限境界の有無を選定した。表 1 には実験ケースの内訳を示す。こ

こで、風洞内の風速は 5m/s、実験回数はバラツキの大きさを確認するためCase2のみ 3回とした。ところで、本
実験において、風洞実験上の相似則を満足させることは難しい。その中で、海塩粒子は重力による沈降が殆ど無

く、渦の巻込み等の動きに追従すると想定し、使用微粒子として十分に軽く小さいフェノール粒子を採用した。 

 

1.0m 

フランジ幅 24.5 or 23mm 

小型風洞 

微粒子発生装置 1/20模型 

0.15m

 
図1 飛散粒子の付着実験の概要 

 
図2 実験模型断面の寸法・諸元（単位：mm） 

表1 実験ケースの内訳 
 回数 下限境界 粒子飛散量 
Case1 1 無し 240g 
Case2 3 有り*（実橋反映） 240g(N1,N2)，120g(N3) 

*：川面から下フランジ下面まで 2mに相当 

３．風洞実験結果とその考察 
図3および図4には、それぞれCase1およびCase2における付着粒子量の断面分布を各ケースの桁ウェブ部の
最大値で無次元化して示す。図 3 より、ウェブへの付着量は、風上側桁内よりも風下側桁内の方が多い。また、

風下側桁内でも風に対面している側の方が多いことが分かる。下フランジ下面への付着は、風上側桁で殆ど無く、 
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内桁、風下側桁と増え、風下側桁下フランジでウェブ部の量を大きく上回っていることが分かる。図 4 より、桁

ウェブへの付着量は，風上側桁内と風下側桁内とが同等である。また、両桁内とも、風に対面している側の方が

多いことが分かる。下フランジ下面への付着は、風上側桁で殆ど無く、風下側桁よりも内桁の方が多く、内桁で

ウェブ部の量をやや上回っていることが分かる。なお、付着粒子量の断面分布に関し実験回数毎のバラツキが小

さいことから、本実験手法は再現性がある手法であると言える。図 3 と図 4 とを比較すると，下限境界の有無に

よる付着粒子分布の違いが顕れている。これは、桁内を含めた桁下の風の流れが下限境界の有無で異なることに

起因している。さらに、図 5にはガーゼ法による実橋断面周りの 1ヶ月間飛来塩分観測結果を示す。下限境界を
考慮した場合、風洞による付着実験で計測した付着粒子量の断面分布はガーゼ法による実橋断面周りの 1 ヶ月間
飛来塩分分布に比較的類似していることが分かる（雨洗いの影響がある桁外面を除く）。 

４．まとめ 
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図3 Case1における付着粒子量の断面分布 
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図4 Case2における付着粒子量の断面分布 
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図5 ガーゼ法による実橋断面周りの 1ヶ月間飛来塩分観測結果（単位：mdd） 

本研究では、腐食因子の一つである塩分付着に着目し、鋼 3 主桁橋への一次付着塩分布を、風洞を用いた付着
実験により再現した。また、その結果を実橋観測結果と比較することで、実験手法の妥当性を実証するとともに、

橋梁下方の下限境界の有無が断面周りの付着塩分布に影響を与えていることを確認した。 
参考文献：1) 中西，加藤，岩崎，松田，鹿毛：2主 I桁断面の腐食予測のための付着塩評価実験，土木学会第 63
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